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１ はじめに 
「たい肥ナビ！」と使うときには，一時的にマクロのセキュリティレベルを中にして，

マクロを有効にしてください。Excelを終了し，再度起動させるとマクロが有効になります。  
なお，使用後は安全のためセキュリティレベルをもとに戻して下さい。 
｢ツール｣→｢マクロ｣→｢セキュリティレベル｣→｢中｣。 
 
２ 「たい肥ナビ！」は３つのシートからできています。 
ファイルをあけると｢施肥設計シート｣が表示されます。 

 
をクリックすると、｢農家情報｣シートへ 
移動します。    

                                  

をクリックすると、｢作物選択シート｣へ 
移動します。 

 
 

３ たい肥を選びます。 
(1) ｢農家情報｣シートの■畜種を選ぶのリストからたい肥の畜種を選ぶと，
各畜種の農家情報が表示されます。 

(2)■たい肥情報から使いしたいたい肥を選んで下さい。左上の黄色の 
セルをクリックすると，該当畜種の農家番号が表示されるので，選択 
して下さい。 
｢施肥設計シート｣に移動し、選んだたい肥の情報が表示されます。 

(3)リストの最上段に、使いたいたい肥の現物中の成分値を入力すること 
ができます。 

「 た い 肥 ナ ビ ！ 」 の 使 い 方 

「施肥設計シート」 

最上段に、任意のたい肥の成分値を入力

できます。赤枠内に，窒素・リン酸・カリ・C/N
の現物中含有率を記入して下さい。 



４ 栽培作物を選びます。 
(1) ■作物を選ぶのリストから，栽培作物を選びます。 
(2) ■作物一覧表から，該当する作型を選んでください。左上の水
色のセルをクリックすると，作物番号が表示されるので，選択し 
て下さい。｢施肥設計シート｣に移動し、栽培基準量が表示されます。 

(3) ■作物を選ぶで｢自己設定｣を選択すると、任意の慣行施用量を入力するこ 
とができます。 

 

  
５ 施肥設計シートの見方 
(1) たい肥と栽培作物を選ぶと、■施用量に設計結果が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施肥設計の結果  

たい肥と化学肥料の施用量が計算されます。 
参考以外の化学肥料を使うこともできます。 
参考以外の化学肥料を使うこともできます。 

たい肥によって容積重がこと

なるので、測定してください。 



(2) 施肥設計シートの■参考に、上記以外の代替法が表示されます(総施用量の窒素代替率
10%～50%)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
６ 活用にあたって注意すること 

 たい肥中の窒素肥効率は、地温・降水量などの気象条件・連用年数・栽培作物によって

変化します。｢たい肥ナビ！｣の結果は、参考値として活用し、作物の生育状況を観察し、

追肥量を増減してください。 


